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消防・救急・斎場・ごみ・し尿処理等の議会報告

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の

影
響
は

個
人
情
報
保
護
条
例

問　

個
人
情
報
が
不
当
に
利
用
さ
れ

た
場
合
に
わ
か
る
の
か
。
ま
た
、
町

民
に
と
っ
て
何
か
便
利
に
な
る
こ
と

が
あ
る
の
か
。

答　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
制
度

を
使

用
し
て
、
自
分
の
個
人
情
報
が
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
た
か
、
誰
が
ど
こ
に

提
供
し
た
か
確
認
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
手
続
に
つ
い
て
は
、

事
務
処
理
や
窓
口
の
対
応
等
の
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
。 条 例の

制 定
改 正

（主な 質 疑 ）

川
島
町
の
加
入
は

埼
玉
中
部
資
源
循
環
組
合

問　

川
島
町
の
加
入
に
よ
る
当
町
の

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

答　

メ
リ
ッ
ト
は
費
用
分
担
を
す
る

団
体
が
多
く
な
る
こ
と
で
、
デ
メ

リ
ッ
ト
は
処
理
量
等
が
増
え
る
こ
と

で
す
。

問　

川
島
町
が
こ
の
時
点
で
加
入
を

申
し
込
ん
で
き
た
理
由
は
。

答　

川
島
町
は
川
越
市
に
申
し
入
れ

を
行
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
川
越
市

で
の
新
た
な
処
理
施
設
の
供
用
開
始

は
平
成
45
年
、
川
島
町
の
計
画
は
平

成
38
年
と
開
き
が
あ
り
、
今
回
こ
ち

ら
に
加
入
の
申
し
出
を
行
な
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
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滑
川
町

滑
川
町 吉

見
町

吉
見
町

川島町

町
民
町
民
のの
声声
をを
町
政
町
政
にに
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町道路線の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

個人情報保護条例の一部を改正する条例制定 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

事務手数料条例の一部を改正する条例制定 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

埼玉中部資源循環組合を組織する地方公共団
体の数の増加及びこれに伴う規約の変更

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

平成27年度一般会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

平成27年度国民健康保険特別会計（事業勘定）
補正予算（第１号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

平成27年度後期高齢者医療特別会計補正予
算（第１号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

平成27年度介護保険特別会計（保険事業勘定）
補正予算（第１号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

平成27年度下水道事業特別会計補正予算（第
１号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

平成27年度農業集落排水事業特別会計補正
予算（第１号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

平成26年度一般会計歳入歳出決算の認定 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 認定

平成26年度国民健康保険特別会計（事業勘定）
歳入歳出決算の認定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 認定

平成26年度後期高齢者医療特別会計歳入歳
出決算の認定

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 認定

平成26年度介護保険特別会計（保険事業勘定）
歳入歳出決算の認定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 認定

平成26年度下水道事業特別会計歳入歳出決
算の認定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 認定

平成26年度農業集落排水事業特別会計歳入
歳出決算の認定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 認定

平成26年度水道事業会計剰余金の処分及び
決算の認定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 認定

教育委員会委員の任命 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 同意

議　案　名

審議議案と議員の賛否
議　員　名

町政をただす
　一般質問とは、議員が

町の仕事について、町長

の考えや意見を求め、事

柄をただしたり、議員や

町民の意見などを述べる

ことをいいます。議員１

人の持ち時間は 75分に

定めており、議会だより

では、このやりとりを要

約して報告しています。

　今議会では、８人の議員

が一般質問を行ないまし

た。

※（○は賛成、×は反対、欠は欠席）議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します

埼玉中部資源循環
組合議会
（可燃ごみ処理）

　平成27年8月17日に定例議会
が開催されましたが、上程された
議案はありませんでした。一般質
問者は１人で、その内容は、今後
の建設費抑制についての質問でし
た。
　管理者である吉見町新井町長の
答弁は、「広域化による運営費の
大幅減と無駄な経費をかけない基
本姿勢で進めていき、同時に建設
地周辺地域の皆様に理解を得るこ
とが大事である。現状は、その要
望を伺い図面化した程度で、どの
ような施設をつくるかの段階では
ない」とのことでした。
　また、新たに川島町の加入申請
について報告がありました。

比企広域市町村圏
組合議会
（消防・救急業務、斎場の管理運営、
介護・障害審査会）

　平成 27年８月 26日に第２回
定例会が開催されました。
　平成 26年度一般会計ほか、各
特別会計の決算の認定をはじめ、
平成27年度一般会計及び特別会
計補正予算・条例の改正・人事案
件など 15件を審議。全て可決・
同意しました。
　全会計の町負担金は、おおむね
５億2000万円。そのほとんどは、
消防費の４億9000万円となって
います。また、大きな動きとし
て、平成 31年度の供用開始をめ
どに東松山斎場の改築事業が進み
ます。

小川地区衛生組合
議会
（ごみ処理、し尿処理）

　平成 27年８月 19日に第２回
定例会が開催されました。
　平成26年度一般会計決算の認
定と、平成 27年度一般会計補正
予算を審議。原案のとおり認定・
可決しました。
　現在、中爪地内の焼却施設は老
朽化が著しく、平成 26年度は、
維持管理費に約１億円かかりまし
た。
　平成33年度の供用開始を目指
して動き始めた新たな組合の経過
を見守りながら、当組合の今後の
あり方や役割についても考えてい
く必要があります。

小川町まち・ひと・しごと創生総合戦略
策定に対する意見・要望書を提出
現在町では、まち・ひと・しごと創生法の施行を受けて、地方創生に向

け具体的な施策を示した今後５年間の計画である「小川町版総合戦略」

を策定中です。議会は執行部に対し、下記事項の実現を求めて、意見・

要望書を提出しました。

１　戦略目標を達成するための機構改革を実施すること
２　小川和紙（細川紙）を核とする観光拠点を整備し、資源活用を促進
して稼ぐ力を醸成すること

３　有機農業をはじめ「農業の６次産業化」を推進し、自立支援策と雇
用を創出すること

４　若い世代の心に響く結婚、出産、子育て支援策を推進して定住を促
進すること

５　まちなか市街地の活性化のために、「空き家」「空き店舗」の利活用と
新規出店の起業を支援すること

マイナポータルとは、別名「情報提供等記録開示システム」といい、インターネット上で個人情報の
やりとりの記録が確認できるようになります。平成29年 1月から利用できる予定となっています。


